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～すべての障害者に社会的自立を !～
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7月 に、毎年恒例の臨海学習を…とご報告したいところですが・…今年は、なんと、

台風の影響で波が高く、海に行くことができませんでした。臨海学習がなくなるなん

て、 1980史 上初 !と 言つ

て良いほどのショッキングな

出来事でした。

代わりに、みんなで岐阜の

某温泉施設に行き、のんびり、

ゆったりしてきました。
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あ
二ぉ場ざ,卜い…

9月 には、信州大芝高原に

林間学習に行つてきました。

芝生の広場でグループに分

かれて、障害物競争をしたり、

火をおこしておやつのお団子

を作つたり…

また、来年も行こうね !
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みんな集まれ～ !!12月 19日 (土)ク リ ス マ ス 会 in北区役所講堂
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<重 度障害者活動拠点「1980夢
ミ澤

メンバーと長年関わらせて頂いていると、

させられます。

ここ最近、Tさ んとよく日中活動を行つ

りの頃は、呼吸が苦しそうな様子もなく、

れども、ここ数年は痰が上手く出せず、呼吸

時間も長くなつてきていますD苦 しそうな:

います。

lEl人差はありますが、人はみんな年を重 ,

す。身体的な障害の重いメンバーはなおさ

します。いつかは・・・と職員として頭で |

と、Tさ んの元気いつばいだった時を思い|

あります。

けれども、そんなことばかり言っていて

ている Tさ んが少しでも楽になるよう色ん

ンして痰を落とす、身体を起こし、上半身 :

して、痰を落とすなど様々な方法を試 して
'

が見られ一安心します。それでも、難 しい F

の吸引)に なつてしまいますが・・笑顔の :

る限り工夫していきたいと思つています。

私たちはどんなに障害が重くても、社会 (

ち活動 しています。職員に今求められてい

だろうか ?を考え、それを越えていくため|

うことを、日々試行錯誤中です。ひとりひ

いいなと思つています。

*   ネ   ネ   * ホ ヤ ****
(職員 :守 田 歩)

*   *  *

今回は「どようだでよう」について、書きたいと思います。「どようだでよう」は平

日の拠点での活動とは異なり、外での活動がメインになります。メンバーは普段とは

違 うお出かけということで自然とテンションが上がるようです。またお出かけなので、

施設の中にいる状況とは違い、外出先では社会のルールやマナーを守らなければなり

ませんЭ普段とは違 う活動を通じて、メンバーの新たな課題を見つけたりすることが
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できますっメンバーの自立のために新たな課題をどう解決 していくか、支援する倶1と |

してどんなことができるのか、はつきりとした答えのない中でも考えることが、メン|

バーの将来につながつていくのかなと思いますっまた、街に出ていろんな活動をする

ことで、メンバーを知らない周 りの人たちに少 しでも「重い障害を持つた人たちがい

る」ことを伝えられたら・・ 。という思いのもと、私は毎月 1回 、「どようだでよう」

を担当をしていますっ

事前に下見に行つたときに、「ここは楽しめるかもしれない !」
「ここはこういう予

定にすれば時間的にうまくいくだろう」「大丈夫だろう」と思つて、いざ当日行くと、

思つたほど楽 しめていなかつたり、予定通 りになかなか進められなかつたりという経

験をし、「どうすればもつと上手くできただろうか ?」 という反省が自分にたくさん返

ってきます。こういう経験や反省はいずれは自分自身の成長になると感 じています。

また、土曜 日だけ参加されるメンバーとの月 1回 の関わりの中で学ぶこともたくさ

んあります。私がどよメンバーのKさ んについてプールに行った時のことです。自開

症であるKさ んはこだわりが強く、その時もシャワー室の排水溝のふたを直したり、

蛇口を全部同じ向きに直したりしていました。その日は、勢い余つて他の人が睫用 し

ているシャワーの所に入つてまで排水溝のふたを直 しにいこうとしていましたっその

時の自分はそこまで予沢1し ていなかつたので、驚いた反面まだまだメンバーの知らな

いことは沢山あるんだなと痛感 しました。そしてその時のKさ んに対 して、Kさ んな

りのこだわ りを大事にしてあげたい気持ちと、どう声掛けして止めるべきだつたの

か 。・ 。と悩みました。

最近はメンバーとの何気ない関わりの中で、自分自身に余裕がなかつたりすると、

なんとなく関わつていたりすることがあつたりします。もちろん 「どようだでよう」

の企画は大事だと思います。でもそれ以上に、メンバーひとりひとりのことも見て、

関わりを考えていかないとなと改めて感 じました。これからもおでんのメンバーと一

緒 |こ
「どようだでよう」に参加して、メンバーのまだ知らない一面も知 り、学んでい

きたいと思つていますので、よろしくお願いします。

◆    ゙  `  `   ウ  ●  ・3・

(職員 :年光 弘明)

・F・   手   争  串

1980夢 に通 うメンバーの中に、知的障害がありますが、身体に障害はないT君

とい う方がいます。T君 は、毎日、以前の活動拠点まで歩き、花の水や りをすること

と、廃品回収のため地域の方達が持ってきてくださつたアルミ缶を建物の裏へ運び、

スチール缶などを除き、アル ミ缶をつぶして袋に入れるという取り組みをしています。

この取り組みを始めてもうすぐ1年が経ちますが、T君は早い段階で仕事内容を覚え、

今では手慣れたもので、自分からどんどんやらなければならないことを進めています。

どのメンバーの活動にも目的があります。T君のこの取 り組みでは、体を動かすこ
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とで体力を維持すること、もう一つT君が自分で判断 して行 う力をのばすことができ

たら・・・ と考えています。汗をかいたら自分で気づき着替えることができたり、本

人が自主的十二行える作業を任せることで、自分の役割を意識 して頑張れたらいいなと

思つていますっ

今では 「今日は雨だから水やりはいいよね」などと私に確認 し、天気に応 じて作業

を行 うこともできるようになつてきました。また、最近は、自分で信号を見て渡るこ

とができたり、「こつち (の 道から行きたい)」 と自分の決めたルー トを意思表示して

くれることも多くなりましたっしかし、まだまだ小さな声のことも多いですが・・・。

日々の取 り組みを通 して、T君が社会の中での役割を担い、それを一つの自信にし

て、どんどんいろんなことに挑戦していけたらいいなと思つています。

』
の

1980で は、「7月 」と言えば「臨海学習 |」 と言つてしまえるほど、臨海学習の

歴史は古く…とにかく、毎年毎年欠かさず、障害の重いメンバーと一緒に南知多の山

海や内海の海岸に繰 り出していました。今年ももちろん、 5月 から準備を進め、雨の

降る中、メンバーと一緒に民宿や海岸の下見にも行つてきました。

ところが…臨海学習当日、台風が通り抜けた後の海の波が高く、臨海学習を断念せ

ざるを得ない状況になつてしまいました。当日の早朝にもかかわらず、民宿にキャン

セルの電話をかけると、「この波の状況では、危ないから仕方がないですよね。残念で

すけど、また来年お待ちしてますね。」と優 しい言葉をいただきました。

ただ、この日の為に予約 した福祉バスはキャンセルできないので、事務局の方に変

更をお願いし、運転手さんにご協力いただき、急遠、行き先を岐阜の某温泉施設へと

変更しました。

初めて訪れる施設の為、一応、事前に電話連絡を入れ、30名 以上で利用すること、

車イスのメンバーのことについて、了解を得てから出かけたのですが…着いてみると、

いきなり、「施設内では、安全の為、こちらがご用意させて頂いている車イスしかご利

用いただけませんD」 と言われました。準備 していただいてある車イス (それもたつた

の 2台)は、ごくごく一般的な車イスで、身1/Sの 大きさも様々で、変形もあり、座位

をとることもできないメンバーにはとても利用できないものでした。

担当の方に、メンバーの様子を見て頂き、理解を求めたのですが、「事前の説明をし

たつもりだが、伝わつていなかったようですねっこちらの施設の決まりなので、守っ

て頂きたいっ」の 1点張 り。そのうち、施設の代表者の方が現れ、「今 日はイベン トを

(職員 :小池麻衣子)

臨海学習 → 温泉旅行   と3
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行う日だから、利用者も多いんだ。そんな車イスで何人も入られたら、事故が起こつ

ても知らんよっ」と捨て台詞を言つて、怒つて去って行かれましたD

私もついつい頭に血が上り、「障害の重い方たちは、利用しないでほしいということ

ですか ?それなら、最初からそう言つてくださいっ」「わざわざここまで、バスに乗つ

てきたのに、車イスの方たちだけは帰れということですか ?車イスだからといつて利

用できないのは、公平じゃないと思います。最近は、どこの施設 も、高齢者や障害者

も含め、みんなが使いやすいようにとご理解いただけるようになつてきているのに、

ここは違 うんですねっ」と、売り言葉に買い言葉…になつてしまいました。

さすがに、担当者の方も、「先ほどの代表の言葉は適切ではないと思います。申し訳

ありません⊃」と謝られ、最終的には、「事故が起きてもこちらは保証できない。」「他

のお客様のご迷惑にならないよう、注意を払つてほしい。」と念を押され、利用するこ

とができました。

正直、“今どき、障害者の方に向かつてこんなことを平気で言つてしまう施設がある

とは…"と びっくりしました。

20年近く前、私がメンバーに関わり始めた頃には、“よくある話 “でした。そんな"

壁 “にぶつかる度に、メンバーの姿を見て頂き、矛盾を訴え、理解を求めてきました。"

メンバーの存在自1/3が 、高齢者や障害者はもちろん、誰もが住み良い社会へと変えて

いくのだ “と信じ、戦つてきました。

私たちの小さな力がどこまで役に立ったかはわかりませんが、今では、街に出れば、

障害者が利用できる トイレやエレベーターが当たり前のように準備 され、困つている

と声をかけて頂ける状況が増えてきました。でも、今回のことで、"施設などのハー ド

面は改善されても、人の心はなかなか変わらないものだなあ… “と改めて感 じ、"メ ン

バーとともにやらなければならないことはまだまだ沢山ある “と思いました。

当のメンバーは、海には行けなかつたものの、バスを楽しみ、ゆつたりと温泉につ

かり、昼食をモ リモ リ食べ、(人によつてはおやつも食べ…)それなりに満喫して帰っ

てくることができました。 こうしてメンバーに楽 しんでいただけるのも、この日の為

に力を貸 してくださつたボランティアさん、バスの運転手さん、民宿の方…たくさん

の方のおかげだと改めて実感することができました (職 員 :足立由紀 )
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学生ポランティアサークfL おでん

～シヨートステイを通して～

私は 8月 におでんのショー トステイという行事のチーフと、ひとりひとりのメ

ンバーのショー トステイを企画する組長をやらせていただきました。今年は「ショ

ー トステイのプログラムを考えること。そのプログラムを実行していくことを通 し

てメンバーとの関わりや自分自身のことについて考えよう」という目的をたててシ

ョー トステイを行いました。

それぞれの組長がプログラムを考えて実行 していく中で、自分にはこんな部分が

あるのかもしれないと考えたり、人からみてメンバーと自分とのかかわりはこんな

風に見えていると知ったり、人からの自分への意見をきいてそれについて考えて自

分の考えを確立していったりすることがあつたように思います。

私はプログラムを考えていく中で、途中でなにをやるかに行き詰まり、自分がや

りたいことなんて何もないのではないか、メンバーと関わるときに何も考えられて

ないのではないかと悶々としたり、一緒にショー トステイをやらせてもらつた M
さんとかかわる中で、全身で自分の伝えたいことを表現するMさ んに驚き、自分

にはないものだと感 じたりしました。また、何かしたいことがあると体がたくさん

動いてしまうMさ んに対 して「それは分かつたけれどまずは落ち着いてください。

今は トイレの時間」などと注意することが最初の頃は苦手で、人とかかわる中で人

の意に反することをしたくないと思つている自分がいることに気がついたり…と

いうことがありました。

ショー トステイをやる前は正直、ショー トステイだからできることつてなんだろ

う、ショー トステイをメンバーの生活や自分の生活に生かすことはできるのだろう

か、と迷つてばかりだつたけれど、自分が主体となってやるからこそ、自分がメン

バーとや りたいことをつきつめることができました。また、ショー トステイ当日だ

けでなく、それまでのメンバーとの関わりが積み重なつたうえで自分が考えたプロ

グラムをメンバーと一緒に実行できるというのはや りがいのあることだと思 うし

なかなかできることではないなと今は思います。ショー トステイの経験を今後の人

との関わりやおでんの活動につなげていくことができたらと思います。

(シ ョー トステイチーフ :廣瀬美香 )
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～林間学習～

今回私はおでんのばしょうと一緒に林間学習のチーフをや らせていただきました。

おでん 3年 目にして初めてのチーフであり、不安が多くありましたっ一番の不安は自

分が思 うように予定通 りにいかない不安でした。私は臨機応変な対応がとても苦手で

あり、事前に自分のために大体の流れを作っておきたいのですが、キャンプはそうも

いきません。意図していない状態になるとどうしてもすぐに対応ができず、逃げ出し

たくなります。今までは、そんなとき耳を塞いでしまったり、頭のどこかで言い訳 し

自分を正当fヒ したりして逃げていました。クリスマス会の企画をやらせていただいて

も、昨年のキャンプのファイヤー長をやらせていただいてもどうしてもそうなつてし

まいます。自分でも自分が何をしたいのか、何を考えているのかわからない時さえあ

ります。チーフという責任のある逃げ出せない立場になったとき、自分はどうなるの

か、自分では目を逸らしている自分に気付けるのではないか、と思つてチーフに立候

補 しました。

実際に今回やつてみて、私はやつばり不安でいつばいになつてしまいました。副チ

ーフ、他にもファイヤー長や料理長もお り、みんなで話 し合いながら一緒にキャンプ

を作っていこうと思つていたのですが、その人たちとうまくコミュニケーションが取

れず、最終的には一方的に押 し付ける形になってしまつた部分が多くありました。こ

ちらから働きかけて全体の進行を把握 しておく必要があるのに、自分のことで精一杯

になり、かつ思つていたように進まないイラつきから嫌になりかけていた部分もあつ

たのだと思います。他者に自分の気持ちを押 し付け過ぎていたのだと思います。ただ

相手に求めて気持ちを押 し付けるのではなく、これでダメならこうしようとか、直接

一緒に考えられるよう自分から歩み寄つたりする余裕がありませんでした。この部分

が自分の弱さであり、チーフをや り改めて実感 した出来ていない部分だと思います。

今回のチーフは、私に不足している部分が多く、チーフとしての役害1が 出来ていない

部分がたくさんありました。職員さんや親の方、他のおでんの人にいろいろ助けてい

ただき、やつとできたものだと思います。本当にありがとうございました。

(林間学習チーフ 村瀬 恵)
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